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(57)【要約】
【課題】設置が容易な左右兼用の排水ますを提供する。
【解決手段】排水ます１０は、ます本体２０と曲がり管
３０とを備える。ます本体２０は、管路部２１と、管路
部２１から上方に延びる筒部２２とを備えている。管路
部２１の一端には接続口２３が形成され、他端には流出
口２４が形成されている。管路部２１は、接続口２３側
から流出口２４側に向かって下り勾配が設けられた管底
２５を有する。曲がり管３０の一端には流入口３１が形
成され、他端には接続口３２が形成されている。曲がり
管３０の接続口３２は、ます本体２０の接続口２３に回
転自在に接続されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に接続口が形成され且つ他端に流出口が形成され、前記接続口側から前記流出口側
に向かって下り勾配が設けられた管底を有する管路部と、前記管路部から上方に延びる筒
部とを備えたます本体と、
　一端に流入口が形成され且つ他端に接続口が形成され、当該接続口が前記管路部の接続
口に回転自在に接続された曲がり管と、
を備えた排水ます。
【請求項２】
　前記曲がり管の流入口の開口方向と接続口の開口方向とのなす角の角度が９０度である
、請求項１に記載の排水ます。
【請求項３】
　前記曲がり管の前記ます本体に対する回転に伴って前記曲がり管の接続口から流入口に
向かって下り勾配が形成されないように、前記曲がり管の前記ます本体に対する回転範囲
を規制するストッパを備えている、請求項１または２に記載の排水ます。
【請求項４】
　一端に流入口が形成され且つ他端に接続口が形成され、当該接続口が前記曲がり管の流
入口に回転自在に接続された他の曲がり管を更に備えた、請求項１～３のいずれか一つに
記載の排水ます。
【請求項５】
　前記他の曲がり管の流入口の開口方向と接続口の開口方向とのなす角の角度が９０度で
ある、請求項４に記載の排水ます。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば宅地内の排水管路の曲がり部分等に好適に設置される排水ますに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　通常、宅地内の排水管路等には曲がり部分が存在し、このような曲がり部分に排水ます
が設けられることがある。曲がり部分に設けられる排水ますは流入口と流出口とを有し、
その内部には、流入口から流出口に至る曲がった流路が形成されている。例えば、そのよ
うな排水ますの例として、いわゆる９０度曲がりの排水ます、すなわち流入口と流出口と
が互いに直交する方向に開口した排水ますが知られている。
【０００３】
　ところで、排水管路の管底には、上流側から下流側に向かって下るような勾配が必要で
ある。排水ますの管底にも、流入口側から流出口側に向かって下るような勾配が設けられ
ている。そのため、通常は流入口と流出口とを逆にして用いることはできない。
【０００４】
　排水管路の曲がり部分には、進行方向に向かって左側に曲がる左曲がり部分と、進行方
向に向かって右側に曲がる右曲がり部分とがある。上述の通り流入口と流出口とを逆にし
て用いることはできないので、従来、左曲がり部分には左用の排水ますが設置され、右曲
がり部分には右用の排水ますが設置されていた。
【０００５】
　しかし、施工現場における排水管路の曲がり部分の向きに応じて左用および右用の排水
ますを使い分ける場合、予め左用および右用の２種類の排水ますを製造し、在庫として保
管しておかなければならない。そのため、製品在庫が増えてしまうという課題がある。
【０００６】
　そこで、管底自体に勾配を設けない排水ますを左右兼用の排水ますとして用いることが
提案されている（例えば、特許文献１参照）。この左右兼用の排水ますは、施工現場にお
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いて、若干傾けて設置される。これにより、結果として、排水ますの管底に勾配が確保さ
れる。左右兼用の排水ますを用いることにより、曲がり部分の向きに応じて２種類の排水
ますを使い分ける必要がなくなり、製品在庫を減らすことが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－２１９８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、上記の左右兼用の排水ますでは、排水ます自体を傾けて設置しなければなら
ないが、適正な勾配を有するように排水ますを設置することは必ずしも容易ではない。
【０００９】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、設置が容易
な左右兼用の排水ますを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る排水ますは、一端に接続口が形成され且つ他端に流出口が形成され、前記
接続口側から前記流出口側に向かって下り勾配が設けられた管底を有する管路部と、前記
管路部から上方に延びる筒部とを備えたます本体と、一端に流入口が形成され且つ他端に
接続口が形成され、当該接続口が前記管路部の接続口に回転自在に接続された曲がり管と
、を備えたものである。
【００１１】
　上記排水ますによれば、両接続口は回転自在に接続されているので、曲がり管をます本
体に対して回転させることができる。上記排水ますは、流入口を正面から見たときに流出
口が左側に位置するように曲がり管を回転させることによって、左用の排水ますとして用
いることができる。また、流入口を正面から見たときに流出口が右側に位置するように曲
がり管を回転させることによって、右用の排水ますとして用いることができる。したがっ
て、排水管路の曲がり部分の向きに応じて曲がり管を適宜回転させることにより、同一の
排水ますを左用および右用の排水ますとして使用することができる。よって、２種類の排
水ますを使い分ける必要がなくなり、製品在庫を減らすことが可能となる。また、排水ま
す自体を傾けて設置する必要はないので、設置が容易である。
【００１２】
　前記曲がり管の流入口の開口方向と接続口の開口方向とのなす角の角度が９０度であっ
てもよい。このことにより、進行方向が９０度変化する排水管路の曲がり部分に好適に用
いられる排水ますを得ることができる。
【００１３】
　前記排水ますは、前記曲がり管の前記ます本体に対する回転に伴って前記曲がり管の接
続口から流入口に向かって下り勾配が形成されないように、前記曲がり管の前記ます本体
に対する回転範囲を規制するストッパを備えていてもよい。このことにより、排水の円滑
な流通が妨げられたり、排水が逆流してしまうことを確実に防止することができる。
【００１４】
　前記排水ますは、一端に流入口が形成され且つ他端に接続口が形成され、当該接続口が
前記曲がり管の流入口に回転自在に接続された他の曲がり管を更に備えていてもよい。
【００１５】
　このことにより、前記曲がり管をます本体に対して回転させると共に、他の曲がり管を
前記曲がり管に対して回転させることにより、他の曲がり管の流入口（この流入口は排水
ます自体の流入口となる）の位置および向きを比較的自由に変更することができる。した
がって、流入口と流入口に接続される配管との位置調整が容易になる。
【００１６】
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　前記他の曲がり管の流入口の開口方向と接続口の開口方向とのなす角の角度が９０度で
あってもよい。このことにより、曲がり管の回転方向と他の曲がり管の回転方向とが直交
し、排水ますの流出口（すなわち、他の曲がり管の流出口）の位置および向きの調整が容
易となる。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように、本発明によれば、設置が容易な左右兼用の排水ますを提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態に係る排水ますを左用の排水ますとして用いた場合の平面図である
。
【図２】第１実施形態に係る排水ますの正面図である。
【図３】ます本体の接続口および曲がり管の接続口の縦断面図である。
【図４】ます本体の接続口および曲がり管の接続口の接続状態の部分拡大断面図である。
【図５】第１実施形態に係る排水ますを右用の排水ますとして用いた場合の平面図である
。
【図６】第２実施形態に係る排水ますの平面図である。
【図７】第２実施形態に係る排水ますの正面図である。
【図８】第２実施形態に係る排水ますの側面図である。
【図９】第２実施形態に係る排水ますの一使用例を示す平面図である。
【図１０】第２実施形態に係る排水ますの一使用例を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　＜第１実施形態＞
　図１に示すように、本実施形態に係る排水ます１０は、宅地内の排水管路５の曲がり部
分に設置されるものである。排水ます１０は、流入管１および流出管２に接続されている
。排水は流入管１、排水ます１０、流出管２の順に流れる、流入管１、排水ます１０、お
よび流出管２は、地中に埋設される排水管路５の一部を構成している。なお、排水の種類
は特に限定されず、例えば汚水であってもよく、雨水であってもよい。
【００２０】
　排水ます１０は、ます本体２０と曲がり管３０とを備えている。ます本体２０および曲
がり管３０は樹脂製であり、互いに組み立てられている。
【００２１】
　図２に示すように、ます本体２０は、水平方向に延びる管路部２１と、管路部２１から
上方に延びる筒部２２とから構成されている。管路部２１と筒部２２とは一体成形されて
いる。ただし、管路部２１と筒部２２とは別体に形成され、互いに組み立てられていても
よい。管路部２１の一端には接続口２３が形成され、他端には流出口２４が形成されてい
る。管路部２１の内部には、接続口２３側から流出口２４側に向かって下るような勾配を
有する管底２５が形成されている。図示は省略するが、筒部２２には上方から点検筒が嵌
め込まれる。この点検筒を通じて、地表から排水ます１０の点検が可能となる。流出口２
４は受口からなり、流出口２４には流出管２が嵌め込まれる（図１参照）。ただし、流出
口２４は受口に限定されず、差口であってもよい。
【００２２】
　図１に示すように、曲がり管３０の一端には流入口３１が形成され、他端には接続口３
２が形成されている。曲がり管３０は９０度湾曲している。符号Ｒは曲がり管３０の湾曲
方向を表している。流入口３１の開口方向と接続口３２の開口方向とのなす角の角度は９
０度である。ただし、上記角度は必ずしも９０度に限られる訳ではない。流入口３１は受
口からなり、流入口３１には流入管１が嵌め込まれる。ただし、流入口３１は受口に限定
されず、差口であってもよい。曲がり管３０の接続口３２は、ます本体２０の接続口２３
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に回転自在に接続されている。
【００２３】
　次に、接続口２３および接続口３２の構造を説明する。ただし、互いに回転自在である
限り、接続口２３および接続口３２の構造は以下に説明するような構造に限定されない。
【００２４】
　図３は、接続口２３および接続口３２を鉛直方向に沿って切った場合の縦断面図である
。ただし、接続口３２については、曲がり管３０を上下に立てた状態（言い換えると、流
入口３１が上方に開口した状態）の縦断面図である。ます本体２０の接続口２３は受口と
なっている。接続口２３の内周面には、円周状に延びる凹部２３ａが形成されている。曲
がり管３０の接続口３２は差口となっている。接続口３２の外周面には、円周状に延びる
凸部３２ａと、円周状に延びる凹部３２ｂとが形成されている。凹部３２ｂは凸部３２ａ
よりも先端側に位置している。
【００２５】
　図４は、接続口２３と接続口３２とが互いに接続された状態の部分断面図である。図４
に示すように、接続口３２を接続口２３に差し込むと、接続口３２の凸部３２ａは接続口
２３の凹部２３ａに嵌り込む。凸部３２ａおよび凹部２３ａはいずれも円周状に延びてい
るので、凸部３２ａは軸方向には容易には移動できない一方、周方向には容易に移動可能
となる。そのため、接続口３２は接続口２３に対して回転可能となる。
【００２６】
　凹部３２ｂの内部には、Ｏリング等のシール４０が嵌め込まれている。このシール４０
により、接続口２３と接続口３２との隙間が塞がれている。
【００２７】
　接続口２３に対する接続口３２の回転可能な角度範囲は特に限定されないが、本実施形
態では１８０度に設定されている。接続口２３を正面から見たときに（言い換えると、接
続口２３を図３の右方から見たときに）、接続口３２は左右に９０度ずつ回転可能に構成
されている。排水ます１０を排水管路５の左曲がり部分に設置する場合には、接続口３２
は左側に９０度回転させればよく、排水ます１０を排水管路５の右曲がり部分に設置する
場合には、接続口３２は右側に９０度回転させればよい。本実施形態では、作業者が曲が
り管３０を左右に回転させた際に接続口３２が所定の位置、すなわち左側または右側に９
０度回転した位置で止まるように、接続口２３および接続口３２にストッパ４１，４２が
設けられている。
【００２８】
　ストッパ４１，４２は、曲がり管３０の回転に伴って接続口３２から流入口３１に向か
って下り勾配が形成されないように、曲がり管３０の回転範囲を規制する。すなわち、曲
がり管３０の回転可能な角度範囲が上述の１８０度の範囲に規制されることによって、曲
がり管３０の過剰な回転が防止され、曲がり管３０は常に適切な姿勢に保たれる。これに
より、曲がり管３０における排水の円滑な流通が確保され、また、排水の逆流が防止され
る。
【００２９】
　ストッパ４１は、接続口２３の左側および右側にそれぞれ設けられている。ストッパ４
１の上側は、ストッパ４２と当接する当接面４１ａとなっている。ストッパ４２は、接続
口３２の外周面上に設けられ、半径方向の外側に突出している。ストッパ４２は接続口３
２の上側に設けられている。言い換えると、ストッパ４２は、流入口３１の開口方向（図
３の上方向）に突出している。ストッパ４２は接続口３２と別体であってもよく、本実施
形態のように一体であってもよい。ストッパ４２は凸部３２ａよりも奥側（図３の右側）
に配置されている。
【００３０】
　曲がり管３０を左側に回転させると、接続口３２のストッパ４２が接続口２３の左側の
ストッパ４１の当接面４１ａに当接し、曲がり管３０の回転が制限される。これにより、
排水ます１０は、排水管路５の左曲がり部分に適した左用の排水ますとして利用可能とな
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る（図１参照）。一方、曲がり管３０を右側に回転させると、接続口３２のストッパ４２
が接続口２３の右側のストッパ４１の当接面４１ａに当接し、曲がり管３０の回転が制限
される。これにより、排水ます１０は、排水管路５の右曲がり部分に適した右用の排水ま
すとして利用可能となる（図５参照）。ストッパ４１，４２は、曲がり管３０の位置決め
手段としても利用される。
【００３１】
　以上のように、排水ます１０は、曲がり管３０をます本体２０に対して左右に回転させ
ることによって、左用および右用の排水ますとして利用可能である。よって、２種類の排
水ますを使い分ける必要がなくなり、製品在庫を減らすことが可能となる。また、ます本
体２０の管底２５には予め適切な勾配が設けられており、排水ます１０自体を傾けて設置
する必要はない。したがって、適正な勾配を有するように排水ます１０を設置することが
容易である。本実施形態によれば、設置が容易な左右兼用の排水ます１０を得ることがで
きる。
【００３２】
　＜第２実施形態＞
　図６～図８に示すように、第２実施形態に係る排水ます１０Ｂは、第１実施形態に係る
排水ます１０の曲がり管３０に他の曲がり管５０を回転自在に接続したものである。第１
実施形態と同様の部分には同様の符号を付し、その説明は省略する。
【００３３】
　図７に示すように、他の曲がり管５０の一端には流入口５１が形成され、他端には接続
口５２が形成されている。曲がり管３０と同様、曲がり管５０は９０度湾曲している。流
入口５１の開口方向と接続口５２の開口方向とのなす角の角度は９０度である。ただし、
上記角度は必ずしも９０度に限定される訳ではない。流入口５１は受口からなり、流入口
５１には図示しない流入管が接続される。流入口５１の構造は何ら限定されず、例えば、
接着されることによって流入管に水密に接続される形式の受口（接着受口）であってもよ
く、ゴム輪を介して流入管に水密に接続される形式の受口（ゴム輪受口）等であってもよ
い。また、流入口５１は受口に限らず、差口であってもよい。
【００３４】
　本実施形態では、曲がり管３０の流入口３１は、曲がり管５０の接続口５２に接続され
る接続口となっている。接続口５２は、曲がり管３０の流入口３１に対して回転自在に接
続されている。互いに回転自在である限り、流入口３１および接続口５２の構造は何ら限
定されない。例えば、第１実施形態の接続口２３および接続口３２と同様の構造を用いて
もよい。
【００３５】
　曲がり管５０の材料は何ら限定されず、例えば曲がり管３０と同様、樹脂製であっても
よい。
【００３６】
　本実施形態に係る排水ます１０Ｂによれば、曲がり管３０をます本体２０に対して適宜
回転させ、更に曲がり管５０を曲がり管３０に対して適宜回転させることにより、様々な
態様での利用が可能となる。排水ます１０Ｂは、排水管路の様々な曲がり部分に設置する
ことができる。また、曲がり管３０および曲がり管５０を適宜回転させることにより、流
入口５１および流出口２４の位置関係を適宜に調整することができる。したがって、流入
管および流出管との接続に際し、位置の微調整が可能である。
【００３７】
　また、流入口５１の高さ位置と流出口２４の高さ位置とを異ならせることも可能である
（図７参照）。排水ます１０Ｂは、左用または右用の排水ますとしてだけでなく、流入管
の高さ位置と流出管の高さ位置とが異なる場所にも利用することができる。
【００３８】
　例えば図９および図１０に示すように、曲がり管３０をます本体２０に対して９０度回
転させ、曲がり管５０を曲がり管３０に対して所定角度回転させることにより、流入口５
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１の高さ位置を適宜に調整することができる。本実施形態によれば、流入口５１と流入管
１との位置調整が容易である。なお、図９および図１０に示す例では、流入管１は複数の
管路部材によって形成されている。
【００３９】
　また、例えば図７に示す状態から曲がり管５０を左側または右側に４５度回転させるこ
ととすれば、排水管路において進行方向が４５度変化する部分に排水ます１０Ｂを設置す
ることができる。曲がり管５０の回転角度は任意に設定することができるので、排水ます
１０Ｂは進行方向が４５度変化する部分だけでなく、他の部分にも設置することができる
。なお、図７に示す状態から曲がり管５０を左側に９０度回転させると、排水ます１０Ｂ
は左用の排水ますとして利用可能となる。逆に、図７に示す状態から曲がり管５０を右側
に９０度回転させると、排水ます１０Ｂは右用の排水ますとして利用可能となる。
【００４０】
　＜他の実施形態＞
　第２実施形態は、ます本体２０と２つの曲がり管３０，５０とを組み合わせたものであ
った。しかし、ます本体２０と曲がり管３０とを一体物とし、または、ます本体２０に曲
がり管３０を回転不能に固定してもよい。この場合、互いに回転不能なます本体２０およ
び曲がり管３０の全体を、一つのます本体と見なすことができる。この場合であっても、
流入口５１と流出口２４との高さ位置は異なるが、曲がり管５０がます本体（すなわち、
ます本体２０および曲がり管３０の組み合わせ）に対して回転可能である限り、左右兼用
の排水ますとして利用することができる。
【符号の説明】
【００４１】
　１　　　　　　流入口
　２　　　　　　流出口
　５　　　　　　排水管路
　１０，１０Ｂ　排水ます
　２０　　　　　ます本体
　２１　　　　　管路部
　２２　　　　　筒部
　２３　　　　　接続口
　２４　　　　　流出口
　２５　　　　　管底
　３０　　　　　曲がり管
　３１　　　　　流入口
　３２　　　　　接続口
　５０　　　　　他の曲がり管
　５１　　　　　流入口
　５２　　　　　接続口
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